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いたばし元気帳

福
祉
関
連
で
は
、「
子

ど
も
の
貧
困
」
対
策
と
し

て
、「
ひ
と
り
親
実
態
調
査
」

が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

1
0
0
0
世
帯
を
対
象
に

し
て
行
わ
れ
ま
す
。
私
立

保
育
園
は
５
か
所
新
設
し
、

４
５
９
人
の
定
員
増
で
す
。

し
か
し
、
待
機
児
解
消
に

は
程
遠
い
状
況
で
す
。
ま

た
、
区
立
「
児
童
相
談
所
」

を
開
設
す
る
た
め
の
準
備

が
始
ま
り
ま
す
。

暮
ら
し
・
営
業
関
連
で

は
、
前
年
度
予
算
と
比
べ

て
、
産
業
融
資
利
子
へ
の

補
助
経
費
を
削
減
、
耐
震

助
成
は
5
億
9
千
万
円

削
減
し
ま
し
た
。

教
育
関
連
で
は
、
小
・

中
学
校
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調

査
を
実
施
し
ま
す
が
、
改

修
工
事
は
前
年
度
よ
り

20
億
円
少
な
い
予
算
で
す
。

公
共
事
業
・
開
発
関

連
で
は
、
４
つ
の
再
開
発

計
画
（
大
山
駅
周
辺
、
上

板
橋
駅
南
口
、
Ｊ
Ｒ
板
橋

駅
前
、
高
島
平
全
域
）
の

2
0
1
7
年
度
予
算
は
、

約
2
億
9
8
0
0
万
円
。

新
中
央
図
書
館
を
平
和
公
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区
議
団
は
、
区
長
提

案
の
2
0
1
7
年
度
当

初
予
算
案
に
対
し
、
修

正
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

提
案
の
内
容
は
、
☆
子

育
て
支
援
と
し
て
、
①

障
害
児
が
利
用
す
る
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
無
料
化
、
②
区
立
小

中
学
校
の
学
校
給
食
費

第
3
子
無
料
化
、
③
就

学
援
助
制
度
の
拡
充(

入

学
準
備
金
の
増
額
及
び

中
学
校
ク
ラ
ブ
活
動
費

支
給)

、
☆
高
齢
者
支
援

と
し
て
、
④
入
浴
設
備

が
残
る
4
か
所
の
い
こ

い
の
家
で
入
浴
事
業
を

継
続
、
⑤
ふ
れ
あ
い
館

の
利
用
料
無
料
化
、
総

額
2
億
8
3
7
4
万
円

を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

区
の
財
政
調
整
基
金
の

0

・

5
％
の
活
用
で
実

現
で
き
ま
す
。

大型開発推進の一方、
福祉や教育は不十分

板橋区の
2017年度
予算

子
ど
も
子
育
て
支
援
・
高
齢
者
支
援
の
充
実
へ

　

区
議
団
が
予
算
修
正
案
を
提
出

2
0
1
7
年
度
予
算
は
、
3
2
8
1
億
42
百
万

円
で
す
。（
内
訳
）
一
般
会
計
は
2
0
6
9
億
円
、

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

の
特
別
会
計
は
1
2
1
2
億
42
百
万
円
で
す
。

本会議で提案する
竹内 愛区議

園
（
常
盤
台
4

丁
目
）
の
敷
地

内
に
建
設
す
る

た
め
の
計
画
費

用
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

行
財
政
運
営

で
は
、『「
基
金
」

及
び
「
起
債
」

活
用
方
針
』
に

も
と
づ
い
て
、

今
後
10
年
間
に

5
0
0
億
円
を

目
標
と
す
る
「
基

金
」
積
み
立
て

が
始
ま
り
ま
す
。

2 月 8日：団合同宣伝（西台駅前）
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2
0
2
0
年
ま
で
に

改
修
予
定
の
小
豆
沢
公

園
は
、
多
く
の
体
育
施

設
が
存
在
し
ま
す
。
し

か
し
、
野
球
場
に
在
る

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
、
更

衣
室
・
シ
ャ
ワ
ー
室
が

設
置
さ
れ
て
い
る
も
の

の
老
朽
化
で
お
湯
が
出

ず
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ル
ー

ト
も
確
保
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

毎
年
、
9
月
に
は
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

現
状
の
ま
ま
使
用
し
続
け

る
こ
と
は
障
が
い
者
差
別

解
消
法
の
立
場
か
ら
も
ふ

さ
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

2
0
1
8
年
度
ま
で

に
、
新
た
に
開
設
さ
れ
る

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
小
豆
沢
公
園
の
実
現
へ

小
豆
沢
体
育
館
プ
ー
ル

棟
に
武
道
場
が
移
設
さ

れ
る
た
め
に
現
在
の
公

園
に
余
剰
ス
ペ
ー
ス
が

で
き
ま
す
。
荒
川
な
お

区
議
は
2
月
15
日
の
一

般
質
問
で
「
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
利
用
者
な
ど
が
使

用
で
き
る
休
憩
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
誰
も
が
利
用
し
や

す
い
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
の
環
境
整
備
を

お
こ
な
う
こ
と
」

を
求
め
ま
し
た
。

坂
本
健
区
長
は

「
今
後
、
地
域
住

民
の
方
や
利
用
者

を
対
象
と
し
た
説

明
会
を
予
定
し
て

い
る
。
誰
も
が
利

用
し
や
す
い
施
設

と
な
る
よ
う
に
検

討
し
た
い
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

大
規
模
化
を
も
た
ら
す

学
校
廃
校
は
や
め
よ

荒川なお区議

子
ど
も
の
こ

ろ
、
前
が
見

え
な
い
地
吹

雪
の
な
か
、

母
の
角
巻
の

な
か
に
入
っ

て
歩
い
た
こ

と
を
、
ふ
と
、
思
い
出
し
た
。

温
か
さ
と
安
心
は
、
生
き
る

よ
り
ど
こ
ろ
。
▼
3
月
10

日
の
東
京
大
空
襲
は
10
万

人
の
命
を
奪
い
、
3
月
11
日

地
震
と
津
波
と
原
発
事
故

は
、
記
憶
に
閉
じ
込
め
て
お

く
に
は
程
遠
い
。
4
月
1

日
沖
縄
に
上
陸
し
た
米
軍

は
、
空
と
陸
と
海
か
ら
住
民

一
人
あ
た
り
50
発
の
砲
弾

を
浴
び
せ
て
、
12
万
人
の
県

民
が
亡
く
な
っ
た
。
▼
そ
れ

か
ら
71
年
た
っ
て
も
犠
牲

を
強
い
ら
れ
る
。
普
通
の
く

ら
し
を
奪
う
の
は
、
戦
争
と

利
潤
優
先
の
競
争
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
と
、
歴
史
は
私

た
ち
に
問
い
か
け
る
。
破
壊

の
あ
と
は
、
荒
涼
と
し
た
焼

野
原
と
無
人
の
フ
ク
シ
マ
。

よ
く
似
た
光
景
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
と
、
人
間
の
生
き

方
を
問
い
か
け
る
。
福
島
の

桜
前
線
は
蛇
行
し
て
、
花
期

が
長
い
と
い
う
。「
追
う
や

う
に
　
追
は
る
る
よ
う
に

　
花
行
脚
（
黛
ま
ど
か
）」。

　
　
　
　（
大
田
　
伸
一
）

かなざき文子区議

「
廃
校
」
議
案
が
自
・

公
・
民
に
よ
っ
て
可
決

板
橋
第
九
小
学
校
と
向

原
中
学
校
を
小
規
模
化

を
理
由
に
「
廃
校
」
と

す
る
議
案
が
３
月
２
日

の
本
会
議
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
、

市
民
ク
ラ
ブ
、
無
所
属
、

無
会
派
が
反
対
し
ま
し

た
。学

校
は
、
長
年
に
わ

た
っ
て
子
ど
も
た
ち
の

育
ち
を
見
つ
め
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠

点
と
し
て
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
ど
ち
ら
の
学
校
も

学
校
選
択
制
が
な
け
れ

ば
、
小
規
模
校
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
区
教
委
は
入
学

者
数
を
増
や
す
た
め
に
、

学
区
域
を
変
更
す
る
な
ど

の
抜
本
的
対
策
を
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
適
正
規
模
・
適
正
配

置
の
答
申
が
求
め
る
学
級

規
模
（
※
）
は
、
教
員
を

増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
実
施
で
き
な
い
と
言

い
ま
す
。

署
名
が
７
、７
３
０
筆

昨
年
12
月
の
文
教
児
童

委
員
会
で
は
、
住
民
や
保

護
者
か
ら
板
橋
第
九
小
学

校
の
統
廃
合
方
針
を
「
凍

結
」
す
る
請
願
と
と
も

に
、
た
く
さ
ん
の
署
名

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

地
元
の
か
な
ざ
き
文
子

区
議
は
12
月
12
日
の
本

会
議
で
「
子
ど
も
た
ち

の
学
ぶ
教
育
環
境
を
守

る
た
め
に
、
計
画
あ
り

き
で
は
な
く
、
踏
み
と

ど
ま
る
英
断
を
」
と
討

論
を
行
い
ま
し
た
。

統
廃
合
あ
り
き
の

「
協
議
会
」

そ
も
そ
も
検
討
す
る

「
協
議
会
」
が
「
統
廃
合
」

を
納
得
さ
せ
る
た
め
の

組
織
と
な
っ
て
い
る
こ

と
自
体
が
問
題
で
す
。

「
廃
校
の
う
わ
さ
」
に

よ
っ
て
減
少
し
た
、
入

学
希
望
者
数
を
も
っ
て

「
い
た
し
か
た
が
な
い
」

と
言
わ
せ
る
や
り
方
や
、

「
な
く
し
て
ほ
し
く
な

い
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ

て
も
、
区
教
委
が
示
す

最
終
結
論
案
に
は
「
統

廃
合
」
し
か
選
択
肢
が

あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
あ
き

ら
め
さ
せ
る
と
い
う
手

法
で
導
き
出
し
た
「
結

果
」
は
、
地
域
住
民
や
、

子
ど
も
た
ち
、
父
母
の

願
い
と
は
反
す
る
も
の

で
す
。

学
校
を
な
く
せ
ば
、
大

規
模
化
が
避
け
ら
れ
な

い
こ
と
は
、
金
沢
小
学

校
が
増
築
を
繰
り
返
し

て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も

明
ら
か
で
す
。
ま
た
旧
大

山
小
学
校
跡
地
に
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
な
ど
と
い
う

お
粗
末
な
結
果
を
繰
り
返

す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
区
教
委
は
、
こ
れ
ま

で
の
学
校
統
廃
合
を
検
証

し
総
括
す
べ
き
で
す
。

※
「
区
立
学
校
適
正
規
模
適
正

配
置
答
申
」
の
「
教
育
上
望
ま
し

い
学
級
規
模
」
は
、
小
学
校
で
20

人
か
ら
30
人
、
中
学
校
で
30
人
か

ら
35
人
。

小豆沢公園で遊ぶ親子
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就
学
援
助
制
度
は
、
義

務
教
育
に
お
け
る
保
護
者
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
学
校

給
食
費
や
学
用
品
費
等
の

一
部
を
助
成
す
る
、
国
の

制
度
で
す
。
対
象
世
帯
は

自
治
体
の
判
断
に
委
ね
ら

れ
て
い
ま
す
。
板
橋
区
で

は
、
収
入
が
生
活
保
護
基
準

の
1
・
26
倍
ま
で
の
世
帯

を
対
象
と
し
、
23
区
内
で
も

高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
2
0
1
5
年
度
に
は
、

小
学
校
で
29
％
、
中
学
校
で

39
％
の
子
ど
も
が
利
用
し
ま

し
た
。

拡
充
の
動
き
広
が
る

就
学
援
助
制
度
は
学
校
で

か
か
る
費
用
の
す
べ
て
を
賄

う
も
の
で
な
い
こ
と
や
、
支

給
額
が
実
態
に
合
っ
て
い

な
い
な
ど
、
課
題
も
あ
り

ま
す
。
全
国
で
は
、
自
治
体

独
自
で
拡
充
す
る
動
き
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
区
議

団
は
、
入
学
準
備
金
の
増
額

や
ク
ラ
ブ
活
動
費
の
支
給
、

学
用
品
費
の
支
給
前
倒
し

等
、
具
体
的
な
提
案
を
行

い
、
制
度
の
拡
充
を
求
め

て
い
ま
す
。

区
が
新
中
央
図
書
館
予
定
地
を
公
表

２
月
20
日
の
区
議
会
文

教
児
童
委
員
会
で
平
和
公

園
内
の
東
側
に
新
中
央
図

書
館
を
設
置
す
る
計
画
案

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
場
所
は
最
も
樹
木
へ
の

影
響
が
高
い
と
さ
れ
る
所

で
す
。
夏
に
な
る
と
木
陰

で
保
育
園
児
た
ち
が
楽
し

そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

地
域
住
民
か
ら
は
「
緑
を

多
く
残
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

区
は
「
６
月
頃
に
実
施

設
計
を
お
こ
な
う
事
業
者

を
選
定
す
る
。
極
力
、
緑

を
残
す
」
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
住
民
が
求
め
て

い
る
緑
が
ど
の
程
度
残
さ

れ
る
の
か
は
不
透
明
な
ま

ま
で
す
。

板
橋
区
ホ
タ
ル
生
態
環

境
館
の
元
職
員
が
「
懲
戒

処
分
」
の
撤
回
を
求
め
、

区
を
訴
え
た
裁
判
の
和
解

案
に
つ
い
て
、
3
月
7

日
の
本
会
議
で
議
決
が
行

わ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党

区
議
団
と
、
無
所
属
、
無

会
派
が
反
対
し
、
市
民
ク

ラ
ブ
、
民
進
党
の
一
部
が

退
席
し
ま
し
た
。

和
解
案
は
元
職
員
の
言
い

分
を
受
け
入
れ
る
も
の

和
解
案
は
、
元
職
員
の

「
懲
戒
処
分
」
を
取
り
消

し
、
退
職
金
1
9
6
6
万

4
、
8
2
5
円
と
解
決
金

3
5
2
万
2
、
9
1
4

円
を
支
払
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
長
年
に
わ
た
る
ホ

タ
ル
飼
育
へ
の
従
事
と
夜

間
公
開
に
尽
力
し
た
こ
と
、

ホ
タ
ル
の
累
代
飼
育
の
特

許
取
得
へ
の
尽
力
を
認
め

る
内
容
で
す
。

ホ
タ
ル
の
「
持
ち
込

み
」
の
疑
惑
は
未
解
消

区
の
調
査
で
は
、
ホ
タ

ル
の
持
ち
込
み
に
関
す
る

証
言
や
ホ
タ
ル
飼
育
そ
の

も
の
が
適
切
に
な
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、「
ホ
タ
ル

の
飼
育
に
尽
力
し
た
」
な

ど
と
和
解
す
る
事
は
、
疑

問
で
す
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
裁
判

は
、「
懲
戒
処
分
」
に
至
る

2
年
間
の
み
を
対
象
と
し

て
審
議
さ
れ
、
区
の
処
分

内
容
に
も
、
裁
判
の
争
点

と
し
て
も
、「
ナ
ノ
銀
に
よ

る
除
染
」
な
ど
、
元
職
員

が
行
っ
て
い
た
と
す
る
業

務
外
の
行
為
は
、
対
象
と

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

区
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、

水
質
管
理
の
委
託
業
者
が
、

ホ
タ
ル
生
態
環
境
館
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
委
託
費
か

ら
月
々
70
万
円
相
当
の
金

銭
授
受
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
も
証
言
さ
れ
て
い
ま

す
。和

解
に
値
し
な
い
原

告
の
「
言
い
分
」

本
議
案
の
審
議
を
前
に
、

和
解
に
つ
い
て
の
見
解
を

示
す
文
書
が
原
告
弁
護
団

か
ら
区
議
会
議
員
宛
に
届

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
文

書
で
は
、
和
解
で
認
め
る

元
職
員
の
非
違
行
為
は「
事

務
処
理
上
の
軽
微
な
手
続

き
的
瑕
疵
」
と
し
て
お
り
、

元
職
員
は
「
非
違
行
為
が

あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い

る
」
と
す
る
区
の
説
明
と

は
大
き
く
食
い
違
っ
て
い

ま
す
。
区
が
懲
戒
処
分
の

根
拠
と
し
た
非
違
行
為
に

つ
い
て
、
原
告
と
の
認
識

が
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と

自
体
、
和
解
す
る
に
値
し

な
い
も
の
で
す
。

区
は
、
真
相
究
明
と
説

明
責
任
を
果
た
せ

今
回
の
問
題
は
、
区
が
、

元
職
員
に
対
す
る
管
理
監

督
責
任
を
果
た
し
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
に
起
因
し
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
原
告

が
訴
え
る
裁
判
で
は
、
真

相
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い

の
で
す
。
今
回
の
和
解
勧

告
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、

真
相
に
蓋
を
す
る
こ
と
で

あ
り
、
区
の
姿
勢
は
問
題

で
す
。
施
設
で
、
何
が
行

な
わ
れ
て
き
た
の
か
、
誰

が
、
ど
う
か
か
わ
っ
て
き

た
の
か
、
区
は
、
真
相
究

明
と
区
民
に
対
す
る
説
明

責
任
を
果
た
す
べ
き
で
す
。

子どもの貧困

ホ
タ
ル
生
態
環
境
館
元
職
員
の
懲
戒
処
分

取
り
消
し
を
求
め
る
裁
判

緑
が
守
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
不
透
明

共
産
党
は
、
区
の「
和
解
」
議
案
に
反
対

新中央図書館予定地
ときわ通り

区
立
平
和
公
園

住所
常盤台 4-3

←上板橋

ときわ台→



〈4〉いたばし元気帳

児童福祉法改正により「児童相
談所」を特別区に設置することが
可能となり、板橋区でも設置の準
備が進められています。区の計画
では、旧板橋第三小学校の体育館
とプール棟跡地に建設するとしてい
ます。現在、グリーンホールにあ
る「子ども家庭支援センター」の
移転併設も含まれています。スケ
ジュールは、2017年基本計画策定、
2018 年解体工事、2020 年工事

３
月
２
日
の
本
会
議
で

板
橋
生
活
と
健
康
を
守

る
会
か
ら
提
出
さ
れ
た

「
公
園
・
公
衆
ト
イ
レ
の

洋
式
化
を
求
め
る
」
陳
情

が
全
会
派
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

区
内
に
は
今
後
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

が
必
要
な
数
は
、
２
０
７

か
所
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
10
年
間
で
改
修
計
画

は
57
ヶ
所
に
留
ま
っ
て

い
ま
す
。
板
橋
区
の
計
画

で
は
全
て
の
ト
イ
レ
が

誰
で
も
利
用
で
き
る
環

境
に
な
る
ま
で
に
30
年

近
く
か
か
り
ま
す
。

板
橋
生
活
と
健
康
を
守

る
会
の
加
藤
勝
治
さ
ん
は

「
和
式
ト
イ
レ
は
、
膝
の

屈
伸
に
支
障
が
あ
る
人
や

障
が
い
者
に
と
っ
て
は
使

い
勝
手
が
悪
す
ぎ
る
。
高

齢
者
に
と
っ
て
身
近
な
所

に
洋
式
ト
イ
レ
が
あ
る
こ

と
で
外
出
も
し
や
す
く
な

る
。
今
回
、
全
議
員
が
私

た
ち
の
陳
情
に
賛
意
を
表

し
た
こ
と
は
、
と
て
も
重

要
だ
」
と
話
し
ま
す
。

豊
島
区
で
は
、
２
０
２

０
年
ま
で
に
90
か
所
を

い
っ
せ
い
に
改
修
す
る
こ

と
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
は
推
進
法

の
制
定
に
よ
り
、

一
層
の
改
善
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

日
本
共
産
党
板

橋
区
議
団
は
、

今
後
も
早
期
実

現
に
向
け
て
頑

張
り
ま
す
。

日本共産党の生活・法律相談　気楽にお電話ください

い
わ
い
桐
子
事
務
所

高
島
平
7–

20–

17– 

1
0
2

℡ 

6
9
0
4–

0
4
4
8

高
島
平
1
～
9
丁
目(

2
丁
目
除
く)

、
蓮

根
1
～
3
丁
目
、
新
河
岸
1
～
3
丁
目
、

四
葉
1
～
2
丁
目

大
田
伸
一
事
務
所

前
野
町
２–

27–

８　

℡
３
５
５
８–

７
３
１
０

前
野
町
１
～
６
丁
目
、常
盤
台
１
～
３
丁
目
（
１

丁
目
60
番
～
68
番
除
く
）、
志
村
１
～
２
丁
目
、

中
台
サ
ン
シ
テ
ィ

か
な
ざ
き
文
子
事
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所

双
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町
６–
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℡
３
９
６
１–

９
７
７
１

宮
本
町
、
大
和
町
、
富
士
見
町
、
双
葉
町
、
中

板
橋
、
弥
生
町
、
仲
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、
栄
町
、
氷
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町
、
常

盤
台
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丁
目
60
番
～
68
番
、
南
常
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台

吉
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豊
明
事
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所

成
増
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℡
３
９
７
５–

５
５
０
６

赤
塚
１
～
８
丁
目
、
大
門
、
赤
塚
新
町
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～
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、
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５
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目
、
三
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１
～
２
丁
目

小
林
お
と
み
事
務
所

本
町
30–
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℡
３
９
６
２–

７
３
８
２

蓮
沼
町
、
大
原
町
、
泉
町
、
清
水
町
、
本
町
、

稲
荷
台
、
仲
宿
、
小
豆
沢
1
～
4
丁
目

竹
内
愛
事
務
所

高
島
平
事
務
所 

高
島
平
7-

20-

17-

1
0
2

℡ 

5
9
9
7-

0
7
8
8

徳
丸
事
務
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徳
丸
2-

28-

2
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5
9
2
0-

4
1
3
0

高
島
平
2
丁
目
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徳
丸
1
～
8
丁
目

荒
川
な
お
事
務
所　

か
み
い
た
セ
ン
タ
ー 

常
盤
台
4-

35-

4

℡ 

3
9
3
4-

5
0
1
6

坂
下
事
務
所 

坂
下
1-

26-

11-

101
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3
9
6
0-

8
5
3
0

中
台
1
～
3
丁
目(

サ
ン
シ
テ
ィ
除
く)

、
西
台

1
～
4
丁
目
、
若
木
1
～
3
丁
目
、
上
板
橋
1

～
3
丁
目
、
常
盤
台
4
丁
目
、
坂
下
1
～
3
丁

目
、
東
坂
下
1
～
2
丁
目
、
舟
渡
1
～
4
丁
目
、

志
村
3
丁
目
、
相
生
町

山
内
え
り
事
務
所 

大
山
東
町
５
９

－

６ 

℡
３
９
６
２

－

０
１
８
８　

板
橋
１
～
4
丁
目
、
大
山
町
、
大
山
金
井
町
、

熊
野
町
、
中
丸
町
、
南
町
、
大
山
東
町
、
大
山
西

町
、幸
町
、
加
賀
1
～
2
丁
目

日本共産党板橋区議会議員団 　板橋区板橋 2-66-1　℡ 3579-2717

小茂根事務所　小茂根２-２７-11 ℡ 3974-2405  大谷口１～２丁目、大谷口北町、大谷口上町、小茂根１～５丁目、向原１～３丁目、東山町、東新町１～２丁目、桜川１～３丁目

「
公
園
・
公
衆
ト
イ
レ
の

洋
式
化
を
求
め
る
」
陳
情
が
採
択

区が「児童相談所設置」へ
着工、2021年開設予定です。実態に
見合った人員の確保が図られているか
が課題です
※児童相談所は、児童福祉法にもとづ

いて設置され、18歳未満の子供に関する
相談であれば、本人・家族・学校の先生・
地域の方々など、どなたからでもお受けし
ます。
児童相談所は、子どもの健やかな成長を

願って、ともに考え、問題を解決していく専
門の相談機関です。

区立みなみ児童園内の公衆トイレ

東京都北児童相談所


